
 

 

ＩＴ活用国語科学習指導案 

 
                                                  作成者 教育センター指導主事  

 

１．校 種       高等学校 

 

２．対象生徒      第１学年 

 

３．教科等        国語科・国語総合 

 

４．単元名        和歌を学ぼう（入門）  

 

５．単元の指導計画（総時数９時間） 

    第一次 和歌に親しむ             

      １時 日本三大和歌集の概要 

２時  和歌の解釈ポイントと修辞法（枕詞・序詞・掛詞）・・・・・・・・・・・・本時 

３時 鑑賞の仕方と生徒による発表準備             （第一次の計 ３時間） 

  第二次 万葉集 

１時 発表と質疑応答①（４首） 

   ２時   〃    ②（４首）              （第二次の計 ２時間） 

第三次 古今和歌集 

１時 発表と質疑応答①（４首） 

   ２時   〃    ②（４首）              （第三次の計 ２時間） 

第四次 新古今和歌集 

１時 発表と質疑応答①（４首） 

   ２時   〃    ②（４首）              （第四次の計 ２時間） 
 

６．本時の学習 

（１）題 目    和歌の解釈ポイントと修辞法を学ぼう 

（２）ねらい 

      和歌を通して、想像力を働かせ、古典に対する見方・考え方を広げようとしている。                    

【関心・意欲・態度】 

     和歌の特色や修辞技法（枕詞・序詞・掛詞）について理解している。     【知識・理解】 

 

（３）ＩＴ教材を使う意図 

   和歌から読み取ることができるイメージを持たせつつ、和歌の修辞法を簡潔に理解させるため

に、ＩＴ教材を用いて、古典の世界に親しみやすく入っていけるように工夫した。 

 
（４）使用ソフト   Ｍicrosoft 社  PowerPoint2002 



 

 

（５）展 開   「和歌の解釈ポイントと修辞法を学ぼう」 

時 学習過程 生徒の学習活動 教師の指導・支援 評価規準 

３

分 

導

入 

１和歌への意

識付け 

 

 

○自分たちが知っている和

歌にどのようなものがあ

るか話し合う 

 

・発言が少ない場合、中学校の

教科書や百人一首などから、

著名な歌を示す 
 

 

 

 

 

 

 

 

40

分 

 

展

開 

２和歌の解釈

ポイントの

理解 

 

 

 

３和歌の修辞

法を学ぶ 

（枕詞） 

 

 

４和歌の修辞

法を学ぶ 

（序詞） 

 

 

 

 

５和歌の修辞

法を学ぶ 

（掛詞） 

 
 

 

 

○和歌の難しいところを考

える 

○和歌の解釈ポイントを知

る 

 

 

○枕詞のポイントを知る 

・枕詞は決まり文句 

・具体例で確認しよう 

  

 

○序詞のポイントを知る 

・序詞って知ってるかな 

・和歌の中でどんな働きを

しているの 

・２つのイメージをつなげ 

 てみよう 

 

○掛詞のポイントを知る 

・掛かっているのは何かな 

・具体例で確認しよう 

・イメージをふくらませよ

う 

・イメージを持ちにくい点が原

因であることを指摘する 
 
 
 

 

・枕詞は、簡潔に説明する。 

  

 

 

 

・序詞は、生徒の理解に応じて

時間をかけて説明する 

 

 
 

 

 

・掛詞は、問題演習を中心に扱

う 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

想像力を働かせ

て和歌を読もう

としている 

［観察］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７

分

ま

と

め 

６学習のまと

め 

○和歌の解釈ポイントと、

本時で扱った修辞法を、

ワークシートで確認する 

・古典の入門期であるため、修

辞法については概要にとど

める 

・次回は、和歌の鑑賞の仕方に

ついて学ぶことを予告する 

【知識・理解】 

枕詞、序詞、掛詞

の知識や表現効

果を理解してい

る 

［ワークシート］ 

                      ：ＩＴ教材活用場面 

 
 

・枕詞について 

(1)問題演習２題    ② 

・和歌の解釈ポイント 

(1)句読点を考える 

(2)詞書をみる     ① 

・序詞について 

(1)序詞とは何か 

(2)３つの接合パターン 

(3)イメージをつなげる ③ 

・掛詞について 

(1)問題演習１題 

(2)イメージをふくらませ

る        ④ 

 


